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背景 
 

かつての水稲栽培は、化学肥料，農薬を多量に使い多
収を目的としてきた。そのため、現在は環境や人体への
影響が考えられるようになってきた。 

最近では消費者のニーズとして価格面だけでなく、安全
面にも関心が高まり、農薬を抑えた有機栽培が注目さ
れている。 

しかし慣行栽培に比べ収量が劣ることや雑草防除が困
難であり、様々な除草法も試されているが、いずれも課
題が残っている。 

目的 
 

安全面を考慮し農薬を使わない有機水稲栽培を行っ
ていく上では、除草、コスト面、労力に課題がある。 
 
 
 

有機水稲栽培において様々な除草方法の組み合わ
せ別に雑草量及び収穫量等を比較することで、最も
効果的な除草方法を検討する。 
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調査項目 
1. 土壌分析 
• イオンクロマトグラフ 
• ＳＦＰ３ 
→土壌成分と収量及び雑草量に関係 
 

2. 雑草量 
• 自然乾燥（種類に分けず）後、乾燥重量測定 
 

3. 収量 
• 籾重量 
• 玄米重量 
• 籾ワラ比 
 

4. 有機農家へのヒアリング 
→取り組まれている有機農法の現状とその課題 
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